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 次に、スクールカウンセラーの資質の向上について質問いたしま

す。 

 私は、平成 21 年２月、スクールソーシャルワーカーを取り上げて

以来、学校問題、教育問題に関する質問の中で、スクールカウンセラ

ーについても、折に触れお尋ねしてきました。 

 私が今回再びこの問題を取り上げるきっかけになったのは、今年

４月 29 日、産経新聞が報じた、スクールカウンセラーは助言を、文

部科学省が全国教育委員会に要請という記事でした。 

 この見出しを見たとき、私は、何を言っているんだろう、カウンセ

ラーは助言をするのが仕事だろうにと、強い違和感を覚えました。そ

して、記事を読みますと、文科省が配置している不登校に関する有識

者会議で、児童生徒や保護者への対応において、話を聞くだけで助言

を行わない、児童生徒に関する情報を教員と共有しないなど、職務内

容を実行できていないスクールカウンセラーが存在するとの指摘が

出されたため、文科省要請の発出に至ったと書かれておりました。 

 スクールカウンセラーの職務は、文科省ガイドラインで、不登校や



いじめなどの問題行動の未然防止、早期発見及び対応のために、チー

ム学校における心理の専門家として、児童生徒、保護者、教職員に対

して、カウンセリングや解決すべき問題の原因の見立て、助言、援助

などを行うと定められていますが、この制度を創設し、予算を拡充し

ながら、27 年にわたって運用を続けてきた本家本元の文科省が、全

国に向けてこのような要請を出さざるを得なかったことは、誠に異

常な事態と指摘せざるを得ません。 

 また、財務省は、スクールカウンセラー事業に対して実施した 2021

年度予算執行調査で、カウンセラー配置数の拡大にもかかわらず、

2020 年度の不登校児童生徒数は過去最多となるなど、スクールカウ

ンセラーの増加が不登校の減少に必ずしもつながっていないことを

指摘した上で、文科省に対して、スクールカウンセラーの配置効果を

検証する際の基準を示して、効果的、効率的な配置ができる仕組みを

求めるとともに、現在配置しているスクールカウンセラーの資質の

向上が最重要事項と指摘しました。 

 その背景には、有識者会議が指摘したような、不適格と言わざるを

得ないスクールカウンセラーが少なからず存在するであろうことが

容易に想像できるわけであります。 



 以上述べた文科省要請と財務省予算執行調査結果に共通する問題

認識は、スクールカウンセラーの資質の向上であります。 

 私は、この問題について、地元教育関係者の方々に御意見を伺いま

したが、残念ながら同様の厳しい評価でありました。 

 スクールカウンセラーの効果的運用には、何といいましてもスク

ールカウンセラーのさらなる資質向上が必須でありますが、冒頭に

紹介した文部科学省からの要請を受け、県教育委員会として、スクー

ルカウンセラーの資質の向上をどのように図りながら、いかなる配

置を行われていくのか、教育長にお尋ねいたします。 

 

 

◎教育長（白石伸一君） スクールカウンセラーの資質向上とその配

置についてお答えいたします。 

 スクールカウンセラーは、公認心理師、臨床心理士等の資格を持つ

心理の専門家であり、県教育委員会では 95 人を任用しております。

主に、不登校や問題行動、児童虐待の未然防止等のため、児童生徒、

保護者、教職員にカウンセリング、助言、援助等を行います。 

 県教育委員会としましては、スクールカウンセラーの資質向上は



重要な課題であると認識しておりまして、これまで年２回の専門研

修の実施をはじめ、経験の浅いスクールカウンセラーがベテランの

カウンセラーに日常的に相談できるサポート体制構築などの取組を

行ってまいりました。 

 そのような中、議員御指摘のとおり、令和４年２月の文部科学省の

通知において、スクールカウンセラーが行う児童生徒や保護者への

相談対応において、助言を行わない、児童生徒に関する情報が学級担

任等に共有されていないなど、必ずしもスクールカウンセラーの取

組が十分ではなかったという指摘がありました。 

 今回の文科省の通知を踏まえまして、スクールカウンセラーによ

る適切な助言はもとより、学校がチームとして情報を共有し、問題解

決に取り組むよう研修内容の見直しを行ったところでございます。 

 具体的には、学校と関係機関との連携をテーマにした講話やスク

ールソーシャルワーカーなど他業種との合同協議を通じて、チーム

学校としての効果的な取組を集中的に学ぶことができる内容といた

しました。 

 今後、スクールカウンセラーが、自分自身の取組について振り返り、

自己評価する仕組みについても検討し、さらなる資質向上につなげ



てまいります。 

 また、スクールカウンセラーの配置につきましても、配置先の所属

長による面談及び人事評価の結果をはじめ、本人や所属長の希望、ス

クールカウンセラーの経験年数、相談業務の継続性などを総合的に

判断し、引き続き適切に行ってまいります。 

 今後も、スクールカウンセラーがチーム学校の一員として能力を

発揮できるよう、熊本県臨床心理士・公認心理師協会等の関係団体と

連携して、資質の向上にしっかり取り組んでまいります。 

 

 

◆（渕上陽一君） 本当にやるべきことは、スクールカウンセラーの

資質の向上であるということでありますので、しっかりと取り組ん

でいただきますよう、よろしくお願い申し上げたいと思います。 

 

 

 

 

 




